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ま
す
か
ら
市
民
み
奮
ま
の
多
数
ど
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を
希
望
い
た
し
ま
す
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が
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ま
す
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市
民
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
 

ご
 

誌
た

牲
，
似
後
の
申
込み
は印
刷
の
都
合
で年
貿
名
簿
に
掲
載
さ
れ
な
い
こ
と
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命

の

努

力

を
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々
 
木
 
 

栄
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報
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市
 

十
二
月
は
何
か
と
忙
し
く
、
あ
 

原
 
わ
た
だ
し
い
季
節
で
す
が
、
納

期
限
の
過
ぎ
た
市
税
は
全
部
納

め
て
い
た
だ
い
た
で
し
よ
う
か

も
う
一
度
調
べ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
も
し
み
な
さ
ん
の
う
ち
に

滞
納
さ
れ
て
い
る
方
が
あ
れ
ぱ
 

所
  
そ
れ
だ
け
市
の
財
源
に
穴
が
あ

き
、
や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
事
業

運
れ
が
ち
と
な
り
、
円
満
な
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方
自
治

と
い
う
も
の
が
い

か
に
難
し
い
も
の

で
あ
る
か
は
、
私

自
身
よ
く
わ
き
ま

い
て
い
る
つ
も
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で
三
セ
礼
一月
に
三
セ
札
の
見
分
け
方
の
チ
 

す
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こ
れ
ま
で
の
捜
査
で
得
ら
れ

た
資
料
に
よ
り
ま
す
と
犯
人
が
 

し
七
ど
協
力
女
お
顧
い
し

石
ろ
で
あ
り
ま
中
も
 

本
を
ひ
か
え
、
こ
れ
か
ら
 

」磯
皿
量
が
増
加
す
る
時
で
 

、
壷
を
取
り
扱
●
掲
合
に

に
ご
注
意
を
願
つ
で
ニ
セ

握
‘
さ
れ
て
い
な
い
か
に

配
つ
で
も
ら
い
た
い
と
思
 曹

奮

客
の
曳
れ

の
は
吐
身
体
障
害
者
、欝
得
者
、
生
を
費
し

て
受
講
し
た
い
人は
 

し
い
揚
所
が
ね
ら
わ
れ
て
い
る
活
保
護
者
な
ど
の
更
生
の
み
ち
市
福
祉
事
務
所
ま
で申
し
込
ん
 

な
ど
、
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げ
ら
れ
で
い
ま
す
か
．を
ひ
ら
く
た
め
、
市
福
祉
協
議
で
く
だ
さ
い
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ら
、
こ
れ
ま
で
に
あ
げ
た
よ
う
会
で
は
市
の
更
生
施
設
と
して
 

な
と
と
ろ
の
経
営
者
ま
た
は
勤
市
内
平
和
町
に
竹
細
工
の
授
産
 

務
者
は
特
に
注
意
し
で
、
ニ
セ
場
を
ひ
ら
い
て
お
り
ま
す
が
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仕
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。
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市
民
洛
位
多
数
の
し
、
具
体
的
妥
当
性
が
常
に
確
的
主
彊
が
介
入
す
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こ
と
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滅
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わ
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問
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叱
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の
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に耳
を
傾
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る
つ
も
り
で
い
ー
こ
れと
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に
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も
主
義
も
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れ
に
よ
つ
て
、
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め
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で
あ
る
の
か
ま
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れ
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い
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ー
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ま
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取
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率
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融
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造
事
件
は
貨
幣
に
与
え
る

信
用
を
傷
つ
け
、
国
の
内
外
に

与
え
る
威
信
に
も
か
か
わ
る
重

大
問
題
で
あ
つ
て
早
期
に
検

挙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
、
か
わけ

で
あ
り
ま
す
。
 

し
た
が
つ
て
曹
察
と
い
た
し

ま
し
て
も
全
力
を
あ
げ
て
捜
査

を
し
て
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り
f
す
が
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か
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な
が
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だ
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検
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員
長
、
建
設
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員
・

一
行
七
名
が
本
市
の
都
市
計
あ

水
道
、
公
営
住
宅
、
失
業
対
瞥

な
ど
各
事
業
を
視
察
の
た
め
＋

一
月
十
五
日
来
庁
、
松
本
議
具

秋
元
副
議
長
は
じ
め
関
係
課
具

か
ら
説
明
を
聞
い
た
あ
と
、
ー
プ

町
浄
水
揚
、
平
和
町
、
湊
の
参
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住
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を
視
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し
た
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市
民
の
み
な
さ
ん
市
税
は
も
う
完
納
し
ま
し
た
で
し
よ
う
か
、
昭
和
三
十
七
年
も
あ
ま
す
と
こ
ろ
旬
 

目
で
暮
れ
よ
う
と
し
て
お
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
市
税
の
納
入
状
況
を
み
る
と
、
必
ず
し
も
良
好
な
成
 

績
と
は
申
せ
な
い
の
で
、
市
税
務
課
で
は
今
年
も
十
月
十
一
日
か
ら
十
ニ
月
二
十
入
日
ま
で
市
税
完
 

納
促
進
対
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本
部
を
設
け
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ど
理
解
と
、
ご
協
力
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し
て
お
り
ま
す
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市
政
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そ
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に
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と
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で
市
税
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入
状
況

を
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ま
す
と
、
納
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限
ま
で
納

め
て
下
さ
ら
な
い
方
々
が
あ
る

た
め
市
政
運
営
の
財
源
措
置
は

必
ず
し
も
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と
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な
い

現
況
に
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ま
す
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築
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な
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か
マ
ツ
チ
な
ど
の
小
製
 

如
詰
騒
読
耀
騒
”
 

駅
出
札
ロ
な
F
為
此
雑す
る
揚
重

女
ね
ら
つ
て
使
わ
れ
て
い
る
 

9
T
パ
1
ト
あ
●
い
は
大
き
 

使
つ
た
と
疑
わ
れ
る
よ
う
な者
一
察
に
電話
を
お
願
い
し
ま
す

の
あ
る
と
き
は
一
刻
も
早
ぐ
曹
一
 

授
産
場
で
 

受
講
者
を
寡

集
 

七
 
和
 
財
 

産
 
区
 

議
 

員
 
き
 

・ず
‘
 
る
 

・

f
l

・
 
』
‘
 

‘
、
い
 

新
し
く
成
人
と
な
ら
れ
る
方
の
前
途

一
 
、
 

を
祝
福
し
て
昭
和
三
十
入
年
市
内合
 

、
て・
 
（
し
 

同
成
人
式
を
男
年
一
月
十
五
日
午
前
 

“
・
、
黄
C
 

十
時
か
ら
五
所
川
原
農
林
高
摂
講
堂
 

』
・
弘
一
、
 
で
お
こ
な
い

ま
す
か
ら
ぜ
ひ
ご
出
席
 

【
 

く
だ
さ
い
‘
 

ま

ー
 

該
当
者
に
は
ニ
月
一
日
、
ハ
ガ
キ
 

『
・
，
し
●
‘
 
で
通
知
い
た
し
ま
す
が
、
も
し
洩
れ
 

、
一
 
一
 

た
方
は
中
央
公
民
舘
ま
た
は
各
分
舘

ノ
 
が

】
 
ま
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

成
 

な
お
今
年
の
該
当
者
は
昭
和
十
八

年
生
れ
の
男
女
で
五
所
川
原
市
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
人
で
す
。
 

、
I●
『
●
 
、

‘
＼
 
《
 

、
●
《
ー
 



m
 

、 ‘ pI.~‘」ノ 

ー
市
の
水
道

事
業
 

ー

上
半
期
の
業
 
を
公
表

ー
 

全
 
戸
計
量
制
を

実

施
中
 

今
春
、
市
の
水
道
事
業
が
地
方
公
営
企
業
法
の
一
部
適
用
を
実
施
し
て
、
公
共
福
祉
の
増
進
と
事
業
の
経
済
性

発
揮
を
目
的
と
し
て
、
市
民
に
清
浄
で
豊
富
な
水
を
供
給
し
、
公
衆
衛
生
の
進
歩
と
生
活
環
境
の
敏
善
に
寄
与

し
、
産
業
基
盤
の
造
成
に
多
く
の
役
割
を
果
し
て
お
り
ま
す
o
 と
の
水
道
事
業
の
昭
和
三
十
七
年
度
上

半
期
 

（四
月
か
ら
九
月
ま
で
）
 
の業
務
の
状
況
を
公
表
し
ま
す
。
 

地
方
公
営
企
業
法

の
一
部
適
用
に
伴

い
水
道
事
業
の
経

理
は
、
今
ま
で
の

官
公
庁
特
別
会
計

と
異
な
り
、
発
生
 

・

「
主義
複
式
簿
記
を

採
用
し
て
お
り
ま

す
。
 

す
な
わ
ち
予
算
は
文
書
形
式
 

を
と
り
第
一
条
か
ら
第
十
条
ま

で
あ
つ
て
、
こ
の
う
ち
第
二
条

予
算
は
事
業
の
経
常
収
支
を
規

定
し
、
第
三
条
予
算
で
は
資
産

負
債
の
経
理
を
行
な
い
、
第
四

条
予
算
で

一
時
借
入
金
の
関
係

第
五
条
予
算
で
他
に
流
用
で
き

な
い
経
費
の
関
係
、
さ
ら
に
、
 

た
な
卸
資
産

（
貯
蔵
品
）
 
の
購

入
限
度
の
規
定
等
で
す
o
 

一
般
官
公
庁
会
計
が
主
と
し

て
現
金
の
収
支
、
と
く
に
歳
出

の
規
整
の
み
を
対
象
と
し
て
い
 

経理の状況 

計 

8.163 

4.801 

的
品
異
 
一
 3
6
 

備
什
 
1
，
ー
 

m
 
w
 

2.965 

1.459 

本
械
置

機
装
 

企
元
 

第 3 条 資本的収入及び支出 （千円） 

出  
前会計 
未払金  

1.937 

1' 380 

支  
営 業 
未収金  

1.995 

1・487 

資本的収入 

出
 

⑧収 入 	 ⑧支 

繰越未収金 

2.161 

3.464 

予算額

実 績 

資本負債の部 

目 	期首現在金額 

".194 

科
 

資
 
資 本 金

流 動 負 憤

当期損益差額

計 

	

金 	78.57 1 

	

憤 	5.$23 

	

些額 	 0 

業
 
務
 
費
 

1
.
4
8
1
 

総
 
掛
 
費
 

1
.
7
6
6
 

（
イ
）
ー
（
ロ
）

=（
ハ
）
 

5
.
3
5
2
 

費

費
し
 

一
一
 

、l
ノ
 

務
掛
印
 】

 
、
ノ
 

業
総

G
 

配水及び給水費 

受託給水工事費 	985 

③ 営業外収益（ニ） 	36 

受取利息及び配当金 	0 

雑、 収 益 	36 

当期総利益（ハ）+(=)=（ホ） 5・388 

④ 営業外費用ひ、） 2.32 1 
支払利息及び 
益案養最義義 	2.32 1 

⑤ 当期損益差額（剰余金） 

（ホ）ー（へ）= 3.067 

13. 646 

12. 465 
1 一 031 

150 

3.？〕I 
2 一 603 

① 営 業 収 益（イ） 

給 水 収 益 

受託工事収益

その他営業収益

営 業 費 月（ロ） 

原水及ぴ浄水費 

損益計算書は第ニ条収益的収入およ

び支出予算の予算額を除いて、収入

済額と支出済額を比較するものです

ただし、当期杜貯蔵品売却収益や減

価償却費は計上されません。 

（千円） 

	

異動金額 	現在金額 

	

474 	79.143 

	

336 	5.861 

	

810 	85.004 

（千円） 

	

異動金額 	現在金額 

	

ム 	1.459 	ノ 76.912 

	

A 	798 	5.025 
.  

	

3.067 	3.067 

引0 孟雄・ 85.0叫 

半
期
に
持
鵬
山
（
当
期
壮
取
納

の
確
保
、
受
託
給
水
工
事
、
維

持
修
繕
工
事
の
実
施
、
全
市
計

量
化
の
た
め
メ
ー
タ
ー
の
取
り

つ
け
に
努
力
し
て
お
り
ま
す
。
 

①
給
水
規
模
及
び
普
及
状
況
 

給
水
戸
数
三
、
九
九
二
戸
で
給

水
人
ロ
は
一
七
、
九
O
O
人
と

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

ま
た
一
日
平
均
の
給
水
量
は

四
・
三
九
ニ
立
方
メ
ー
ト
ル
、
 

一
人
一
日
平
均
の
給
水
量
は
、
 

〇

・
ニ
四
五
立方
メ
ー
ト
ル
と

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

さ
ら
に
給
水
人
ロ
は
年
々
」ハ

〇
〇
ー
入
〇
〇
人
増
加
し
て
お
 

太
田
善
七
（同
）
、福
間
た
ま
（
毘（
飯詰
）
、中
村
文
男
（
同
）
、三

沙
門
）
、
 北
川
孫
一
（
同
）
、北

浦

一
正
（同
）
、太
田
粕
（
同
）
、
 

川
又
一
郎
（
同
）
、
阿
部
慶
吉
（持
近

藤
七
郎
（
同
）
、大
久
保
良
夫

子
沢
）
、大
坂
徳
太
郎
（
前田
野
 

目
）
、
 小
笠
原
謙
吉
（
同
）
、堀
 

一
r
‘
ー
 
、
 
ら
二

内
多
一
郎
（
高
野）
、阿
部
は
っ
 
幸
も
一
 

／
”
ー
ゴ
 

難
綴
穿
議
」
「
 
就
学通
 

郎
（
中
泊
）
、
 
藤
森
み
つ
み
（
沖
 

ー

市
 

飯
詰
）
、
 高
橋
敏
江
（
種
井
）
、
 

原
善
之
助
（新
宮
）
、秋
田
晋
作
市
教
育
委
員
会
で
は
明
年
四
月
 

り
ま
す
。」
v
！・
 

③
用
途
制
の
給
水
極
数
 

全
計
武
制
に
す
る
た
め
向
う
四

カ
年
計
画
で
努
力
中
で
す
が
、
 

取
り
あ
え
ず
新
設
、
増
設
に
は

計
量
制
を
実
施
し
て
お
り
ま
す

こ
の
期
間
に
は
一
六
九
個
の
量

水
器
を
取
り
つ
け
、
現
在
の
計

量
制
は
ニ
、
人
〇
二
個
で
、
そ

の
他
定
額
制
家
庭
用
九
八
五
個

共
同
栓
二
〇
五
個
と
な
つ
て
お

り
ま
す
。
 

③

配
水
管
の
延
長
 

水
道
需
用
の
増
加
で
、
と
の
期

間
中
に
二
一
六
メ
ー
ト
ル
の
配

水
管
を
布
設
し
ま
し
た
が
、
現
 在

の
総
配
水
管
は
、
二
五
、
五
 

ー
ー
メ
ー
ト
ル
と
な
つ
て
お
り

ま
す
0
 

与
 

④

収
納
の
確
保
 

現
年
度
収
入
調
定
額
に
対
し
収

納
率
は
八
九
・
一
％
、
滞
納
繰

越
は
四
七
・五
六
％
、
計
八
〇
・

七
％
と
な
つ
て
お
り
ま
す
が
、
 

年
度
末
ま
で
に
は
未
収
額
の
入

七
％
の
収
納
を
期
し
て
お
り
ま

す
。
 

（同
）
、松
野
恭
一
（同
）
、田
辺
 

、一
、
ョ（
下岩
崎
）
、石
田
タ
ケ
（
栄
 

町
）
、斎
藤
竹
三
郎
（中
平
井
町
）
 

生
に
 

知
書
を
 

引
い
 

一
時
か
ら
町
）
、
誠

慰

（
鎌
谷町
」
、前

m
識
ど
助
象
馴

、
記
可
晋
作
市
教
育
委
員
会
で
は
明
年
四
月

（
市役
所
内
）
へ
ど
連
絡
く
だ
”
て
く
メ
メ
てH肩

ー

ー
ー

．.
 

3
日
 
釦
 
ー
 

伽
 
帥

山
 
唾
 

1
 
琳
 
臓
 

教

育
委
員
会

ー
 

（
市役
所
内
）
 へ
ど
連
絡
く
だ
 る

の
に
対
し
、
企
業
会
計
は
単

に
現
金
の
収
支
ば
か
り
で
な
く
 

、
物
品
、
役
務
等
あ
ら
ゆ
る
債

権
債
務
の
発
生
の
事
実
を
、
そ

の
つ
ど
記
録
整
理
す
る
も
の
で

第
三
条
予
算
は
単
年
度
で
終
了
 

す
。
 

し
な
い
で
継
続
さ
れ
ま
す
。
 

ま
た
、
出
納
の
権
限
は
収
入

役
で
な
く
管
理
者
で
あ
り
、
余

裕
金
の
預
入
れ
は
預
金
制
度
と

な
つ
て
お
り
ま
す
。
 

〇
i
市
立
西
北
中
央
病
院
 

1
2ガ
2
8日
 
午
 

前
 
中
 

2
9日
 

全
 

休
 

3
0日
 

全
 

休
 

3
1日
 
午
 

前
 
中
 

ー
月
ー
日
 
全
 

休
 

2
日
 

午
 
前
 
中
 

み
な
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し

ま
す
。
 

民
生
課
（
戸
籍
、
住
民
登
録
、
 

国
民
年
金
係
）
 

1
2月
2
8日
 
午
 
前
 

中
 

2
9日
 
午
 

前
 
中
 

0
1
 

』
」
 

k
 

の貸借対照表の動き 

（
広田
、
、佐
藤
甚
二

米
田
）
、
 恥
届
け
す
る
た
め
目
下
準
常
を

山
形
義
太
郎
（
太刃
打
）
、木
村
進
め
て
お
り
ま
す
。
 

ふ
じ
（
馬
性
）
、h高
機
健
也
（
野
 と
こ
ろ
が
毎
年
住
所
不
明
な

崎
）
、三
、渋
谷
正
男
（
金
山
）
、高
ど

で
通
知
が
届
か
な
い
も
の
が

摘
多
」
郎
（
唐
笠
柳）
、清
野
米
あ
り
ま
す
。
 
・
 

名
誠
一
（
七
ッ
舘
）
、山
田
峰
作
時
健
康
診
断
実
施
通
知
書
』
を
 

鱗
（藤難

r鶏
嘉

気
離
婆
鍛
蓋
器
 

田
ま
つ
（石
岡
〕
、
、
鳴
海
「
lN
助
ど

う
で
‘
薮
I

員
会
事
務
鳳
 

隷
灘
識
警
麟
識
難
”
 

難
難
難
一
護
難
難
“
 

人

誌
ジ
製
熱
贈
，鯛
蔵
競
蒜
躯
転
騒
鷺
蘇
難
響
論
戒牡
一
 
 
郵
ゲ
馴
』

い
十
」
 
ヒ月「
「
 
平
椎
おり
勝
m
報
競
誠
銀
ら
 士
 

町

m
馴
舞

す
」

磁

「
平
？
どおり
議
「
競
誠
報
 

3
1日
 
午
 

前
 
中
 

水
 
道
 
課
 
（
窓
ロ
）
 

1
2月
2
8日
 
平
常
ど

お
り
 

2
9日
 

（
 

3
0日
 

ク
 

3
1日
 

午
 
前
 
中
 

な
お
市
税
の
徴
収
及
び
水
道

料
の
徴
収
は
1
2月
註
日
ま
で
 島

町
、
柏
原
町
1
61
7日
、
上
平
 

井
町
1
7侶
日
、
中
平
井
町
1
81
9
 

日
、
下
平
井
町
1
92
0日
、
十
川
 

町
加
日
、
敷
島
町
2
02
12
2日
、
 

旭
町
2
22
32
4日
、
大
町
4
2
42
5
 

借
入
れ
し
な
け
れ

ば
着
手
で
き
な
い
状
熊
に
お
か

れ
て
お
り
ま
す
。
 

拡
張
基
本
計
画
工
事
の
認
可

や
起
債
の
手
統
き
、
お
よ
び
湊

団
地
へ
の
配
管
、
新
設
さ
れ
る

県
立
工
業
高
校
へ
の
配
管
工
事

な
ど
、
あ
ら
た
に
予
算
を
必
要

と
す
る
事
業
は
、
い
ず
れ
も
下
 

ー
 
ー
 

市
福
祉
事

町
）
、
 野
呂
卓
弥
（
柳
町
）
、平

一
 
務
所
で
は
山
寿
恵
（
布屋
町
）
、野
村
ト
シ
 

（
】、
一
 
十二
月
一

（
本町
）
、鶴
谷
正
志
（川
端
町
）
 

プ
，
含
計
雑
鯛

裾
鰐
騒
鶏

ま
を
鷲

纏
繰
緯
時
敏
鶏
雑
 

7
コ
 
任
三
九
名

井
町
）
山
上
藤
左
工
門
景

町
）
 

”
一
 
回
発
令
さ

（
豊成
）
、葛
西
吉
三
（
神
山
文
 

ー
“
 
女
・

h
た
未
木
！
土
横
貞（
野
里
）
、
山
内
清
裕
（
松
 

「
又
 
一
 
名
の

う
ち

野
木
）
，
木
村
直
四
郎
（高
野
）
 

ー
 

一
 
婦
人
委
員
、

葛
西
喜
之
助
（
鶴
ケ
岡
）
、開

一
 
一
入
名
が

米
き
み
（
同
）
、乗
田
あ
ね
（
藻
 

」
 
含

ま
れ
て
川
）
、
工
藤
義
清
（
同
）
、
 
竹
谷
 

、
・
お
り
ま
す
倉
吉
（
同）
、福
士
勝
衛
（梅
田
）
 

川
村
篤
代
（
田
町
）
、小
田
禰
惣
‘佐
藤
喜
代
志
郎
（
同
）
、神
織
三
 

．十
郎
（
元
町
）
、
 
神
吉
太
郎
（新
郎
（
中
泉
）
、荒
関
ト
ゴ
（長
富
）
 

最
近
は
人
ロ
の
増
加
と
生
活
の
 

叫
 
ぎ
い
も
高
ま
つ
て
い
る
の
で
市
 

罷

鵬
爾
販認
？
 

の
現
有
施
設
の
み
で
は
対
応
で

き
な
い
状
態
に
な
り
つ
つ
あ
り

山
 
ま
す
o
 

『
そ

の
た
め
本
年
度
の
事
業
計
 

画
で
水
道
拡
張
の
基
本
計
画
を

甲
 
作
成
し
、
元
町
浄
水
場
の
整
備
 

新
市
区
域
へ
の
給
水
等
議
会
の
 

議
決
を
見
て
お
り
ま
す
。
 こ
の

り
 
一
計
画は
本
年
度
を
準
備
期
間
と

し
て
起
債
そ
の
他
の
手
続
き
を

終
わ
り
、
昭
和
四
十
年
度
ま
で

に
完
成
す
る
こ
と
に
し
て
お
り

ま
す
。
 

産
産
 

目
 

資
資
 

計
 

科
定
動
 

固
流
 

書
 

算
 

計
 

益
 

⑧
 

日
、
尋
町
5
2
5日
、
岩
木
町
6
一日
、
平
和
町
1
11
2日
、
湊
住
宅
 

2
6日
、
川
端
町
4
5
2
72
82
9ほ
一1
3日
 

本
町
6
7
2
62
7日
、
布
屋
町
8
一
 吹
雪
、
悪
路
に
よ
り
日
程
が

加
日
、、東
町
6
7
3
03
1日
。
弥
一
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
 

況
 
麟
難
讐
加
 

概
 

を
適
用
n

、
独
立

の
 

喉
悼
濠

ユ
い
抽
 

事
 
規
建

設
、
改
良
工

事
に
は
企
業
債
を
 

公
益
質

屋
で
 

ン
流

質

物
公

売
 

市
公
益
質
屋
で
は
十
二
月
二
十

五
日
か
ら
三
日
間

（
午前
十
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
）
市
役
所

横
の
旧
公
益
質
屋
で
流
質
物
の

公
売
を
お
こ
な
い
ま
す
。
 

今
回
の
公
売
は
衣
類
な
ど
約

四
〇
〇
点
を
子
定
し
て
お
り
ま
 

予
算
収
支
の
状
況
 

①
 第 2 条 収益的収支 （千円） 

年年 

・始末 

の
 
執

務
 
日
 
程
 

一
月
ご

み
姫

理
且

秘

新
宮
町
・
耐
町
1
4
mm
町
り
幾
 

”ニ但幽」隊：貿I"”」 	”u'Iト」J'- "/“、ノ ー 

委
 委
 

民 員

馴
慈
）
響鍵
叫
鯛繊
 

ま
ミ
 
中
央
公
民
剛

つ
な
（
十
加町
“

械
町
円
i
i
一
鰍
吐
」
“J
心
郵
原
又
『
剛
ル
）
新
し
く
小
学
校
に
入
学
す
る
児
さ
い
o
ー
 
、
 

I
 
1
.
 

4
日
 
モ
 

前
 
刊
 

3
1日
 

午
 
前
 
中
 

月
 

ョ
「
采
 
にう
ノj
，
日

ー
カ
「
「「
“
甘
ぐ
 
有
【
F
」
一（井
」
、
 H
J翌
山
房
、一
（
日井
、
‘
，
ー
 ノ
ー
ー
，
‘

ー
ノ
‘
一
一
 
‘
ー
ノ
J
cし
 

4
E
 

女
‘
 一
 
d

，
 

」
ノ
 

E
歩
 
舘
で
辞
令

（
湊住
宅
）
、三
浦
一
孝
（
小曲
）
川
村
長
吉
（
下
平井
町
）
、岡
由
童

（
昭和
」
干
一
年
四
月
二
日
 
‘
 

ソ
 
i
 
と
 
斤
 
国

民
年
金
保
険
料
納
入
は
1
2
 、
和
 

ョ
ろ

行
な
い
ま

太
郎
（
浅井
）
土
岐
策
五
郎
（
神
郎
「
ル山
）
、藤
田
局
一
（
猫ざ
ま
で

の
間
に
生
れ
た
児
童
）
の
 
一
 
助

け

合
い
運
動

に
ー
 
ー

一
馴

2
匿
3
は
 
滴
に

…
 
宅
を

訪
間
し
ま
す
。
 

半
 

女
付
丸
を

r
劇
翌

」
更
静
三

蔵
影

司
酬
細
勧
町

峯
餐

岡
知
加
か
ら
町
和
三
十
二
年
四
月
一
日
 

ー
 

ー
 
ー
 
⑩
．
．

柿
 
段
 
「

ー
／
 
月

2
9日
ま
で
刊
な
身

g
 

期
 

、
 

！
 

．
 

」
 

、
 

、
 

」
 
‘
 
」

『
 
1
 

ト
．
 

虫
町
、
】鎌
谷
町
8
9
2
9日
、
新
一ま
た
雪
の
た
め
小
路
へ
入
ら
れ

町
9
1
03
0日
、
柳
町
1
01
13
1日
一
な
い時
は
大
通
ま
で
勲
出
し
て

元
町
1
1日
、
田
町
、
栄
町
1
21
3一も
ら
3
”一
 
ふ
あ中
●
す
。
 

資産の部

期首現在金額 

78 .669 

5.525 

84.194 
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